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はじめに 

本計画は、災害廃棄物処理に関し、発災後、直ちに必要に迫られる「仮置場」、「分別」、

「広報」等の初期対応について、暫定版として取りまとめたものである。 

今後、より詳細な処理体制、避難所ごみやし尿処理、広域支援、事務委託、協定の締結、

補助金事務についても検討し、庁内協議等を踏まえ、災害廃棄物処理計画の策定に向けて、

追補を行っていく。 
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災害廃棄物の処理について 

廃棄物の処理は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下、廃棄物処理法という。）に

より適正な処理を行うよう定められている。同法では、事業活動に伴う産業廃棄物と家庭

などから排出される一般廃棄物に分類し、これらの処理方法を定めている。なお、災害に

ついては定義されていない。 

地震、水害等災害時に発生する災害廃棄物は産業廃棄物と一般廃棄物が混在している状

況にあるが、廃棄物処理法第 22 条において、「国は、市町村に対し、災害その他の事由に

より特に必要となった廃棄物の処理を行うために要する費用の一部を補助することができ

る。」と規定されていることなどから、災害廃棄物の処理は市町村等によると想定している。
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１ 対象とする災害と廃棄物発生量の推計 

  朝霞市地域防災計画(H28.3)で想定している災害から発生する災害廃棄物は以下のと

おりと推計される。 

  なお、この推計量は、実際の発災によって精査が必要となる。 

 

 地震 対象災害：朝霞市直下の北米プレートとフィリピン海プレートの境界部で発生す

るマグニチュード 7.3の地震 

被害の内容 

・震度６弱～６強（岡、浜崎、田島の黒目川周辺低地で震度６強、その他は震度６弱

と予測されおり、液状化危険度は、低地で危険度が高くなっている。） 

・避難者数 2,117人（建物被害による全避難者/初期消火率 30％、冬 18時（風速 8m）） 

・避難所数 33箇所（うち 3箇所は福祉避難所） 

・帰宅困難者数 16,319人※1 
※1：平成 24・25年度埼玉県地震被害想定調査報告書（巻末資料：13.帰宅困難者について（外出先で帰宅困難

になる埼玉県民））における、東京湾北部地震（内閣府（2013）帰宅困難率）のうち困難者数の大きい“夏

12時”の結果） 

（単位：トン） 

 被害量 
災害廃棄
物量 

種類別内訳 

可燃物 不燃物 
コンクリー
トがら 金属 柱角材 

全壊 251棟 40,411 3,233 11,315 23,438 1,212 1,212 

半壊  2,022棟 64,704 5,176 18,117 37,528 1,941 1,941 

焼失（木造）  35棟 3,745 4 2,434 1,161 150 0 

焼失（非木造）  14棟 1,890 2 378 1,436 76 0 

計 110,750 8,415 32,244 63,564 3,379 3,153 

 ※被害量（棟数）は、朝霞市地域防災計画(H28.3）における被害予測結果による。 

※焼失棟数は、上記被害予測結果において最も被害が多い“初期消火率 30％、冬 18時（風速 8ｍ）”の棟数に、“統計

あさか（H28年度版）：住宅の構造”を基に算出した構造割合（木造：71.4％、非木造：28.6％）を乗じたもの。 

※災害廃棄物量・種類別内訳は“災害廃棄物発生量推計シート（H30.3. 埼玉県資源循環推進課作成）”による算出。 

 

 風水害 対象災害：荒川氾濫による洪水 

被害の内容 

・荒川流域 3日間総雨量 632mm、入間川流域 3日間総雨量 740mm※2 
※2：“埼玉県災害廃棄物処理指針（H29.3 埼玉県）による数値 

・床上浸水 4,647世帯、床下浸水 702世帯※3 
※3：“埼玉県災害廃棄物処理指針（H29.3 埼玉県）による災害廃棄物発生量推計結果を基に、“災害廃棄物対策

指針（H26.3 環境省）”による発生原単位（床上浸水 4.60トン/世帯、床下浸水 0.62トン/世帯）にて算出 

・荒川及び新河岸川沿いの低地と黒目川沿いの低地のほとんどが浸水するおそれがある。

特に、上内間木、下内間木、根岸、台では、5m以上の浸水深となるおそれがある。 
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（単位：トン） 

 被害量 
災害廃棄

物量 

種類別内訳 

可燃物 不燃物 
コンクリ
ートがら 金属 柱角材 

危険物・ 

有害物 

思い出の

品・貴重品 

廃家

電類 
土砂 

床上 
浸水 4,647 世帯           

床下 
浸水 

   702世帯           

計 21,378 8,252 1,945 919 556 3,592 107 21 406 5,580 

  ※災害廃棄物量・種類別内訳は“埼玉県災害廃棄物処理指針（H29.3 埼玉県）”による。 
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２ 分別区分 

  災害発生時の廃棄物の分別は、平常時の区分と異なるものとなる。 

  本市では、仮置場への住民による直接持込み又は行政によるステーション回収の別、

仮置場からの搬出作業（処理、再利用等）を勘案し、以下のとおりの区分とする。 
 

 品目 主なもの 
備考（留意事項、 

処理先など） 

① 
可燃物 

/可燃系混合物 

繊維類、紙、木くず、プラスチック等が混在した可燃

系廃棄物 
 

② 木質系廃棄物 
柱・梁・壁材・床材、水害または津波などによる流木

など 

床材の分別は、その

材質による 

③ 
畳・布団・カーペ

ット・マットレス 

被災家屋から排出される畳・布団、カーペット、マッ

トレス。被害を受け使用できなくなったもの 
 

④ 
不燃物 

/不燃系混合物 

プラスチック、ガラス、陶器、瓦、タイル、洗面台な

ど。分別することができない細かなコンクリートや木

くずや金属、土砂（土砂崩れにより崩壊した土砂、津

波堆積物※等）などが混在し、概ね不燃系の廃棄物 

携帯用ライターは不

可 

⑤ 
コンクリートがら

等 

コンクリート片やコンクリートブロック、アスファル

トくずなど 
 

⑥ 金属くず 鉄骨や鉄筋、アルミ材など  

⑦ 廃家電４品目 

被災家屋から排出される家電４品目（テレビ、洗濯

機・衣類乾燥機、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫）で、災

害により被害を受け使用できなくなったもの 

冷蔵庫の中身は出

す。 

家電リサイクル法の

スキームを活用 

⑧ 
小型家電/ 

その他家電 

被災家屋から排出される小型家電等の家電４品目以

外の家電製品で、災害により被害を受け使用できなく

なったもの 

 

⑨ 腐敗性廃棄物 

被災冷蔵庫等から排出される水産物、食品、水産加工

場や飼肥料工場等から発生する原料及び製品、動物死

体など 

 

⑩ 廃自動車 

自然災害により被害を受け使用できなくなった自動

車、自動二輪、原付自転車 

※リサイクル可能なものは各リサイクル法により処

理を行う。 

※処理するためには所有者の意思確認が必要。仮置場

等での保管方法や期間について警察等と協議する。 

 

⑪ 有害廃棄物 

石綿含有廃棄物、スレート、ＰＣＢ、感染性廃棄物、

フロン類・ＣＣＡ(クロム銅砒素系木材保存剤使用廃

棄物） 

 

⑫ 

危険物（ガスボン

ベ、スプレー缶、

携帯用ライター） 

（土砂を被った）ガスボンベ、スプレー缶、携帯用ラ

イター 
 



 

  

- 4 - 

 

⑬ 危険物（灯油等） 
（漂流した）灯油タンク、ガソリンタンク、油吸着マ

ット 
 

⑭ 危険物（化学物質） 
ペンキ・シンナー類、殺虫剤、農薬、薬品類、テトラ

クロロエチレン等の化学物質 
 

⑮ 
電池、太陽光パネ

ル 
電池、太陽光パネル  

⑯ 消火器 消火器  

日常の生活ごみ 

（通常、集積所に出して

いるごみ） 

燃やすゴミ、燃やせないゴミ、資源（びん、缶、ペットボト
ル、新聞、ダンボール、紙パック、雑誌・雑紙、布類）蛍光
灯、乾電池、新聞、段ボール、プラスチック資源、有害ゴミ
（蛍光灯・電球、乾電池、水銀体温計） 

集積所又はクリーンセ
ンターへ持込み 
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３ 仮置場 

  想定される災害が発生した場合には、以下のとおりの仮置場が必要となる。 

  なお、実際の発生状況によって、仮置場の選定やレイアウトの精査を行う必要がある。 
 

（１）仮置場の必要面積 
 

対象災害 

仮置場 

保管量（トン） 
必要面積①（㎡） 

〔積上高 5.0m〕 

必要面積②（㎡） 

〔積上高 3.0m〕 

朝霞市直下の北米プレートとフィ

リピン海プレートの境界部で発生

するマグニチュード 7.3の地震 

73,837 32,000 53,000 

荒川氾濫による洪水 14,252 10,000 17,000 

 ※表中の数値は“災害廃棄物発生量推計シート（H30.3. 埼玉県資源循環推進課作成）”による算出。【別紙１参照】 

 

（２）仮置場の候補地 
 

発災前

の優先

順位 

候補地名 所在地 

敷地 

面積 

（㎡） 

仮置可

能面積

(㎡) 

留意事項 

管理者(担

当者)連絡

先 

確認日 

１ 

中央公園

陸上競技

場 

青葉台 

1－9－1 

71,000 

18,314 

・朝霞蕨線沿い 

・人工芝、全天候型トラ

ック 

・ヘリコプター離着陸場

第 2次候補地 

・小中学校近隣 

生涯学習・

スポーツ課 
 

１ 
中央公園

野球場 

青葉台 

1－9－2 
11,413 

・朝霞蕨線沿い 

・土と芝生 

・救援物資集積拠点 

・小中学校近隣 

生涯学習・

スポーツ課 
 

３ 朝霞の森 
大字膝折

2－34 
30,000 30,000 

・国有地（市と管理契約） 

・公共施設等ゾーン 

・基地跡地 

・中学校近隣 

財務省 

みどり公園

課 

 

４ 
北朝霞公

園野球場 
北原 1－3 13,900 9,028 

・住宅地 

・小学校近隣 

生涯学習・

スポーツ課 
 

５ 

内間木公

園ソフト

ボール場 
大字上内

間木 

518－3 

16,800 

4,681 

・クリーンセンター近隣 

・土と芝 

・浸水想定区域 

生涯学習・

スポーツ課 
 

５ 

内間木公

園テニス

コート 

1,225 

・クリーンセンター近隣 

・砂入り人工芝 

・浸水想定区域 

生涯学習・

スポーツ課 
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７ 

第三中学

校第 2 グ

ラウンド 

大字溝沼

1043－1 
 8,017 

・私有地 

・学校用地 

・避難所 

・黒目川沿い 

・浸水想定区域 

教育委員会 

教育総務課 
 

７ 

第二中学

校第 2 グ

ラウンド 

大 字 岡

199 
 6,336 

・学校用地 

・避難所 

・黒目川沿い 

・浸水想定区域 

教育委員会 

教育総務課 
 

※表中の“発災前の優先順位”については、【別紙２ 仮置場候補地リスト化イメージ図 参照】
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（３）仮置場のレイアウト 

 仮置場のレイアウトは、下記の参考例を基に仮置場ごとに作成する。 

 ・外周には仮囲いを設置 

 ・火災防止のため、積上げは５ｍ以下とし、１区画は２００㎡以下。区画間は２ｍ以上離す。 

 ・構内通路は一方通行とし、大型車が通行できる車幅を確保 

 ・分別、切り返し、搬出等のためのスペースを確保 

仮置場名称：（参考例）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
…立て看板 

道路 
→ 

← 

可燃物 

/可燃系混合物 

その他家電類 
有害廃棄物 

廃自動車 

コンクリート 

がら等 

木質系廃棄物 腐敗性廃棄

物 

不燃物 

/不燃系混合物 

出入口 

（無人時施錠） 

消火 

設備 

受付 

外周には 
仮囲いを 
設置 

現場事務所 

（休憩場） 

火災防止のため 
積上は５ｍ以下 
１区画は 200㎡以下 

◎…誘導員 

…レイアウト図 

廃家電四品目 

金属くず 

 

危険物 等 

畳・布団・ 

カーペット・ 

マットレス 
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４ 広報 

  迅速かつ安心・安全な廃棄物処理のためにも、発災直後からの住民の協力が不可欠で

あり、広報が重要となる。 

  このため、発災前から伝える相手方や内容を整理し、以下のとおり適時的確に広報を

行う。 

  なお、発災後の状況は時々刻々と変わるため、次の広報内容は暫定的なものとする。 
 
 

広報の 
相手方 

広報内容 広報手段 広報の時期 参考文案 

市民・ボラ

ンティア 

収集方法（収集の有無、収集ルート及

び日程、戸別収集の有無等） 

ホ ー ム ペ ー

ジ、チラシ 
発災当日又は翌日 文案１ 

仮置場へ持ち込む災害廃棄物の分別

方法 

ホ ー ム ペ ー

ジ、チラシ 
発災当日又は翌日 文案２ 

仮置場の場所、搬入時間 

防災無線、広

報車 発災後３日以内 

(仮置場開設(５日以

内)前） 

文案３ 

ホ ー ム ペ ー

ジ、チラシ 
文案４ 

避難所避難

者 
仮設トイレ場所、管理方法 

ホ ー ム ペ ー

ジ、チラシ 
発災後３日以内 文案○ 

 

 ・それぞれの広報媒体の特徴を生かしつつ、伝える相手方、内容等を精査した上で、ス

ピード感を持って、効率的、効果的に広報を行う必要がある。 

・広報に当たっては、高齢者や障害者、外国人などにも分かりやすく情報が伝わるよう

留意する必要がある。  

 
 

〔広報すべき内容〕 

○ 収集方法（収集ルート及び日程、戸別収集の有無、排出場所、分別方法、家庭用ガ

スボンベ等の危険物、フロン類含有廃棄物の排出方法等） 

○ 仮設トイレ場所 

○ 仮置場の場所、搬入時間、曜日等（場所によって集積するものが異なる場合はその

種類） 

○ 仮置場の誘導路（場外、場内）、案内図、配置図 

○ 仮置場に持ち込んではいけないもの（生ごみ、有害廃棄物、引火性のもの等） 

○ ボランティア支援依頼窓口 

○ 市町への問合せ窓口、思い出の品の保管状況 

○ 便乗ごみの排出、不法投棄、野焼き等の禁止 

○ 災害廃棄物処理の進捗状況など 
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〔広報手段〕 

・チラシ 

・広報車 

・防災行政無線 

・自治会組織回覧・掲示板 

・ポスター（避難所での掲示） 

・広報紙（誌） 

 

〔その他〕 

・この周知は、当面の間の暫定的な排出方法を周知するものであり、今後、変更が想定

されるものであることを明示する。 

・生ごみ等の腐敗しやすいごみについては、集積所に排出するかクリーンセンターに持

込むこととし、災害廃棄物（片付けごみやがれき類）は、近日中に設置する予定であ

る仮置場に排出するか、自治会の指示に従い近隣集積所に排出することを明示する。 

・市町村や自治会が指定した以外の場所や道路への排出は行わないことや、仮置場では

災害に起因しない廃棄物は受け入れないことを明示する。 

・自治体境界近くの広報については、混乱が生じないよう留意する必要がある。 

・ホームページ 

・ＳＮＳ 

・ローカル（ケーブル）テレビ 

・ラジオ 

・新聞 
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（文案１）発災直後の全般的な案内チラシの例 
 

災害に伴うごみ処理等について 
 
◎ 日常の家庭ごみの収集方法が変わります！ 
 
 ・道路啓開の状況により、収集ルートが変更になるので、必ず８時３０分までに、市又は自治

会が指定した集積所に出してください。 
 
 ・収集日程は、現在御利用のごみカレンダーどおりです。 
 
（・資源ごみと不燃ごみの収集は当面の間、停止しますので、御協力をよろしくお願いします。） 
 
 ・戸別収集については、福祉避難所開設期間中は行いません。 
 
◎ 災害廃棄物（片付けごみ）については、仮置場の利用をお願いします。 
  仮置場までの搬入に御協力をお願いします。 
 
 ・「"ご家庭"」の「"被災して"」、「"破損した"」廃棄物のみが対象となります。 
  詳しくは、チラシ「仮置場での災害廃棄物の受入れについて」を御確認ください。 
 
 ・上記の災害廃棄物でないごみを、便乗して捨てるのは絶対にやめましょう！ 
 
 ・不法投棄、野焼きは、法律で禁止されています。 
 
◎ 仮設トイレを設置しました。（○月○日（○）○時から利用可能です） 
 ・朝霞市△△１２３－１２（旧○○グランド）に○基あります。 
 ・きれいに利用しましょう 
 ・○○衛生（株）の御協力をいただいたものです。 
 
◎ 貴重品・思い出の品について 
 ・洪水で流された位牌、アルバム、貴重品（貴金属、株券等）のうち所有者が分かるものにつ

いては、市役所○○課○○係でお預かりしています。一定期間の後、警察に引き継ぎます。
（所有者の分からない物は警察に引き継いでいます。）お心当たりの方は、御連絡ください。 

  お問い合わせ：市役所○○課○○係 連絡先○○○（○○○）○○○○ 
 
注意！ この御案内は、当面の暫定的な内容であり、今後、変更する場合がありますので、予め

御了承ください。 
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（文案２）仮置場へ持込む災害廃棄物の分別方法の案内チラシの例 

 
仮置場へ持込む災害廃棄物の分別方法について 

  
 仮置場に持込む災害廃棄物分別は次の内容としてください。 
   

※「"被災して"」、「"破損した"」廃棄物のみが対象となります。家庭ごみ（生活ごみ）は、集積所
又はクリーンセンターへ持込んでください。 

 
  ①可燃物/可燃系混合物：繊維類、紙、木くず、プラスチック等が混在した可燃系廃棄物。 
 
  ②木 質 系 廃 棄 物 ：柱・梁・壁材、水害または津波などによる流木など 
 
  ③畳・布団・カーペット：被災家屋から排出される畳・布団、カーペット、マットレス。被害を

受け使用できなくなったもの 
 
  ④不燃物/不燃系混合物：プラスチック、ガラス、陶器、瓦、タイル、洗面台など。分別するこ

とができない細かなコンクリートや木くずや金属、土砂（土砂崩れに
より崩壊した土砂、津波堆積物等）等が混在し、概ね不燃系の廃棄物 

 
  ⑤コンクリートがら等：コンクリート片やコンクリートブロック、アスファルトくずなど 
 
  ⑥金 属 く ず ：鉄骨や鉄筋、アルミ材など 
 
  ⑦廃 家 電 ４ 品 目 ：被災家屋から排出される家電４品目（テレビ、洗濯機・衣類乾燥機、

エアコン、冷蔵庫・冷凍庫）で、災害により被害を受け使用できなく
なったもの。※冷蔵庫の中身は出してください。 

 
  ⑧小型家電/その他家電：被災家屋から排出される小型家電等の家電４品目以外の家電製品で、

災害により被害を受け使用できなくなったもの 
 
  ⑨腐 敗 性 廃 棄 物 ：被災冷蔵庫等から排出される水産物、食品、水産加工場や飼肥料工場

等から発生する原料及び製品など 
 
  ⑩廃 自 動 車 ：自然災害により被害を受け使用できなくなった自動車、自動二輪、原

付自転車 
 
  ⑪有 害 廃 棄 物 ：石綿含有廃棄物、スレート、ＰＣＢ、感染性廃棄物、フロン類・ＣＣ

Ａ(クロム銅砒素系木材保存剤使用廃棄物） 
 
  ⑫危険物（ガスボンベ等）：（土砂を被った）ガスボンベ、スプレー缶、携帯用ライター 
 
  ⑬危 険 物 （ 灯 油 等 ）：（漂流した）灯油タンク、ガソリンタンク、油吸着マット 
 
  ⑭危 険 物 （ 化 学 物 質 ）：ペンキ・シンナー類、殺虫剤、農薬、薬品類、テトラクロロエチレン

等の化学物質 
 
  ⑮電池、太陽光パネル：電池、太陽光パネル 
 
  ⑯消 火 器 ：消火器 
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（文案３）防災行政無線・広報車・ラジオでの呼びかけ例 
 
○ こちらは、朝霞市 資源リサイクル課です。 
 
○ 市では、このたび、災害で、御家庭内で被災して破損してしまった廃棄物を、災害廃棄物と
して仮置場で受け入れています。 

 
○ 仮置場の場所は、 
  旧○○跡地、旧○○広場の２か所で、 
  利用時間は、月曜日から金曜日までの、午前９時から午後４時までです。 
 
○ 仮置場で受け入れられるものだけを、ルールを守って、必ず分別して持ち込むよう、御協力
をお願いします。 

 
○ 災害によらないごみを便乗して仮置場に捨てたり、日常ごみや災害廃棄物の不法投棄や野焼
きをしたりすることは、絶対にやめましょう。 

 
○ 詳しくは、朝霞市 資源リサイクル課 電話０４８-４５６-１５９３までお問合せください。 
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（文案４）仮置場に関する案内チラシの例 
 

仮置場での災害廃棄物の受入れについて 
 
◎ 仮置場で受け入れる廃棄物 
  ※持ち込む前に、以下のとおり分別をしてくだざい。 
 

  ①可燃物/可燃系混合物  ⑦廃家電４品目   ⑬危険物（灯油等） 

  ②木質系廃棄物   ⑧小型家電/その他家電  ⑭危険物（化学物質） 
③畳・布団・ｶｰﾍﾟｯﾄ・ﾏｯﾄﾚｽ ⑨腐敗性廃棄物   ⑮電池、太陽光パネル 
④不燃物/不燃系混合物  ⑩廃自動車   ⑯消火器 
⑤ｺﾝｸﾘｰﾄがら等   ⑪有害廃棄物 
⑥金属くず   ⑫危険物（ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ、ｽﾌﾟﾚｰ缶、携帯用ﾗｲﾀｰ） 

 
  これ以外は、受け入れられません。 
    
《注意点》 
 １ 被災して破損した廃棄物（災害廃棄物）だけが対象です。 
 
   家庭での災害廃棄物を先行して受け付けます。事業所・事業場の災害廃棄物の持込みにつ

いては、開始日時、受付場所等を追ってお知らせします。 
 

日常の生活ごみは、指定の集積所に排出するか、クリーンセンターに持込んでください。 
 
 ２ 必ず分別してください。 
   受け入れた災害廃棄物は、極力リサイクルすることとしています。皆様の御協力をお願い

します。 
 
◎ 仮置場の場所 
  朝霞市△△１２３－４５（旧○○跡地） 
 
◎ 搬入時間 
  毎週 月曜日～金曜日 ９：００～１６：００（祝日を除く） 
  ※○月○日（○）まで開設の予定 
 
  持ち込めない廃棄物を無断で仮置場に置いたり、道路や空地等に投棄することは、絶対にや
めましょう！ 

 
◎ 生活ごみの回収 
  市や自治会や指定した集積場所以外に出すことはできません。 
 
 注意！ この受入れは当面の暫定的な搬出方法であり、今後、変更する場合がありますので、 
    予め御了承ください。 
 
      《仮置場の案内図》 
 
                         ↓コチラ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 …赤いのぼり（目印） 
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５ 組織体制 

  発災後は、災害廃棄物の処理だけでなく、生活ごみや避難所ごみ、し尿の処理や住民

からの問い合わせ対応など、一度に膨大な量の業務が発生する。 

これらに計画的に対応していくため、応急的に以下の組織で臨むこととする。 

なお、復旧・復興時には、その度合いに応じて、別の体制を採ることとなる。 

 

担当名 人員 主な業務内容 備考 

総括責任者 

（資源リサイクル課

長、課長補佐） 

２人 

○目標・方針の設定、個別の意

思決定 

○マスコミ、議会対応 

・長期間継続的に指揮系統が機能するよ
う、二人以上の責任者体制（意思決定者）
を確保する。 

総務担当 

（資源リサイクル係

長、施設管理係長） 

２人 

○災害廃棄物対策の総括、運営、

進行管理 

○広報 

○関係支援団体との調整 

○現場活動をサポートする後方

支援 

・庁内調整（災害対策本部との連絡、防災
部局との連携含む）、国、県、支援団体、
広域処理関係、関連情報の集約 
・職員参集状況の確認と人員の確保・配置、
労務管理 
・業者選定（施設整備、資機材の調達、仮
置場の運営管理、輸送手段の確保等） 
・受援体制の確保に係る調整 
・（必要に応じて）現場人員等の宿舎等の
確保、燃料等の確保 

処理担当 

 
６人 

○対外交渉 

○処理実行計画の作成 

・廃棄物関連部局及び施設部局などとの調
整 
・情報収集、現状の把握・分析・評価、施
設計画・作業計画作成 
・リソース（人員、資機材）、廃棄物の発
生・処理等の状況把握 
・予測、分析、問題把握 
・施設計画の作成（施設等の位置・規模・
必要仕様の検討、概算費用の把握）、作業
計画の作成（見直し） 

 

収集運搬班 ２人 

○初動に必要となる業務の調整 

○避難所及び一般家庭の一般廃

棄物の収集・処理 

・仮設トイレ設置、ごみ収集、し尿処理、
処理施設被災状況確認等 

仮置場班 ２人 
○仮置場、仮設処理施設の設置、

運営管理、撤去 

・仮置場１か所に必要な人員 ７名（交代
要員５名）  
 重機２台（交代要員２名）､分別補助１名
（交代要員１名）…業者 
 受付２名（交代要員１名）…職員 
交通整理２名（交代要員１名） 
・手袋、ヘルメット、コーグル、安全靴、
メジャー、温度計等の備蓄 

処理班 ２人 

○処理施設の備蓄、点検、復旧、

必要機材確保 

○環境対策、モニタリング、火

災対策 

 

住民窓口担当 

・経理担当 
２人  

・電話対応は、アルバイトの緊急雇用また
はコールセンターの設置等で対応 

・処理に係る記録（交付金事務に必須） 
・必要な資金の調達・管理 
・施設整備、資機材調達等の契約 

 



災害廃棄物発生量推計シート （別紙１）

可燃物 不燃物 コンクリートがら 金属 柱角材
8.0% 28.0% 58.0% 3.0% 3.0%

3,233 11,315 23,438 1,212 1,212
8.0% 28.0% 58.0% 3.0% 3.0%

5,176 18,117 37,528 1,941 1,941
0.1% 65.0% 31.0% 4.0%

4 2,434 1,161 150
0.1% 20.0% 76.0% 4.0%

2 378 1,436 76

110,750 トン 8,415 32,244 63,564 3,379 3,153

災害廃棄物保管量(*1) 73,837 トン

仮置場必要面積(*2) 〔積上高5.0ｍ〕 3.2 ｈａ

〔積上高3.0ｍ〕 5.3 ｈａ

可燃物 不燃物 コンクリートがら 金属 柱角材 危険物・有害物 思い出の品・貴重品 廃家電類 土砂
38.6% 9.1% 4.3% 2.6% 16.8% 0.5% 0.1% 1.9% 26.1%

38.6% 9.1% 4.3% 2.6% 16.8% 0.5% 0.1% 1.9% 26.1%

21,378 トン 8,252 1,945 919 556 3,592 107 21 406 5,580

災害廃棄物保管量(*1) 14,252 トン

仮置場必要面積(*2) 〔積上高5.0ｍ〕 1.0 ｈａ

〔積上高3.0ｍ〕 1.7 ｈａ

合計

(*1)保管量＝災害廃棄物の発生量－年間処理量
　　　年間処理量＝災害廃棄物の発生量／処理期間
　　　処理期間：3年
(*2)仮置場必要面積＝保管量÷見かけ比重÷積み上げ高さ×（1＋作業スペース割合）
　　　見かけ比重 ：可燃物0.4（t/m3）、不燃物1.1（t/m3）
　　　作業スペース割合：1
・四捨五入により、合計値が一致しないものがあります。

トン

床下浸水 世帯 0.6 トン／世帯 トン

床上浸水 世帯 4.6 トン／世帯

合計

②風水害 被害量 発生原単位 災害廃棄物量
種類別内訳

3,745 トン

焼失（非木造） 14 棟 135 トン／棟 1,890 トン
火災

焼失（木造） 35 棟 107 トン／棟

トン／棟 40,411 トン

半壊 2,022 棟 32 トン／棟 64,704 トン

①地震 被害量 発生原単位 災害廃棄物量
種類別内訳

液状化、
揺れ

全壊 251 棟 161
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1 中央公園陸上競技場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8 1

2 中央公園野球場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8 1

3 北朝霞公園野球場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 4

4 内間木公園ソフトボール場 〇 〇 〇 〇 〇 5 5

5 内間木公園テニスコート 〇 〇 〇 〇 〇 5 5

6 朝霞の森 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 3

7 小学校グラウンド

8 中学校グラウンド

9 第二中学校第２グラウンド 〇 〇 〇 3 7

10 第三中学校第２グラウンド 〇 〇 〇 3 7

（別紙２）

仮置場候補地リスト化イメージ図

①発災前の留意点
②発災後
の留意点
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